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 男性にとって定年退職という言葉は、どのような意味合いを持っているのでしょうか。 

それは、単に会社を退くということだけではないようです。長い年月の中で培ったさまざまな経験、

悲喜こもごもとした思いがたくさん詰まっていて、ひとことで言い表すことは難しいようです。 

定年退職は、昨日までの『時間を管理され、時間に追われた生活』から解き放されます。自由な

自分に戻ったものの、やることが決まっていない人は、漫然とした毎日を過ごすことになります。

予定がぎっしりと詰まった昨日までの手帳が、突然まっ白な手帳になるのです。まっ白な手帳を手

にして、さみしさを感じる反面、組織から開放された安堵感という複雑な思いを味わっている人は

あなただけではありません。 

今回ご紹介する方々もそのような思いを一度や二度はあるのではないでしょうか。しかし、今で

は以前と同じように手帳が真っ黒に埋まるほど忙しい毎日を過ごされています。皆さんが多くの選

択肢の中で、ボランティア活動という分野になぜたずさわるようになられたのか、その活動は、実

際にやってみてどうだったのかなどについてお伺いしました。         

                         
                         10月 18日（土）「ふれあい運動会」が、桂台中学

校グラウンドで開催されました。みんなでいっしょ

にいろいろなゲームを楽しみました。 
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  障害のある人が≪あたりまえの暮らし≫の実現と、

共に生きる社会の実現を目指してキャンペーンとバ

ザーを開催します。 

 日 時：12月 9日（火）午前10時から12時 

 場 所：ＪR本郷台駅前広場 

 バザー：各福祉施設の自主製品、手作り品、パン・

クッキー、雑貨他販売します。 

 主 催：栄区社会福祉協議会  

 問合せ先： ８９４－８５２１ 鈴木 
  

＊12月 9日は、「障害者基本法」により「障害者の日」と定め

られています。障害のある人があたりまえの暮らしを実現する

には、就労をはじめとして多くの課題が残されています。 

男性もやってみようよ ボランティア！  ＜その２＞ 

http://www.win.ne.jp/%7esakaesha/


    
 
 
 
  
  
 
  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「がんばっておられますね！」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                               会長 杵渕三郎さん 
10月 24日、会長の杵渕さんと副会長の松永さんからお話を伺いました。 

 

NPO 法人「ｅ－プラザ」は、平成 15年 4月  

1 日に設立しました。前身は「さかえぱそぼら」。 

NPO 法人になってから、認知度が上がり、いろ  

いろな場面で信用度が増したことを実感していま  

す。活発かつ地道な会の活動があってのことだと  

思います。また、学習はパソコン技術の習得だけ  

を目的とするのでなく、必ず自分のグループや地  

域へ帰って活動の中で生かして欲しいという会の  

目標を、会員の皆様にはお伝えしています。                        

学習者は、遠方から来ている人もいます。どな  

たも生き生きと次のステップへ向上する楽しさを  

味わったり、仲間同士の談話をとおして生き甲斐を感じておられる様子がよく分かります。 

  私たちは、基本をきっちり習得してもらえるように、自前のテキストを準備しました。このテキ 

ストを使って分からないところを整理し、理解できるまで指導しています。何も分からない状態だ 

った人が、今では指導補助ができるまでになられ、私たちはやり甲斐とこの活動の手ごたえを感じ 

ています。 

                    私たちの活動は、単にパソコンの指導だけではありませ 

ん。パソコンをとおして新しい市民活動を展開し、地域の 

活性化に貢献したいと考えています。  

                                              

                      

たくさんの思いを、溢れるばかりに話される杵渕さん 

と、じっくり穏やかに話される松永さんは、絶妙の名コ 

ンビとお見受けしました。 

「ｅ－プラザ」は、パソコンを通しての町おこし、市民 

活動へと大きな夢を育んでおられます。 

           

 ご案内 

活 動 内 容：パソコン指導、パソコンを利用しての地域福祉活動 

主な活動場所：栄区福祉保健活動拠点、地域ケアプラザ、わ～くくらぶ・さかえ等 

料    金：①自主学習コース：入会金 1000円、年会費 2000円  
②ワードコース：会費 2500円（月 4回）＋教材費 
他にエクセル、インターネット、デジカメコースもあります。 

問 合 せ 先：(８９２－２９０８ 杵渕（きねぶち） 

URL:http://mypage.odn.ne.jp/home/pasobora 
 

特定非営利活動法人（NPO法人） ｅ－プラザ 

 「がんばっておられますね！」 
    「うまくいってますよ！」 
  

「どうですか？」「いやー、難しいですね」 



                        

   

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

  

 

 

 

                          代表 鯉沼敏雄さん 

 11月 9日（日）、豊田地域ケアプラザで代表の鯉沼さんからお話を伺いました。 

 

最近の若いお母さんたちは、おもちゃが壊れると 

簡単に捨てる人が多いですね。しかし、壊れたおも 

ちゃは、修繕できるものがほとんどです。簡単にも 

のを捨てる風潮には困ったものです。ものを大切に 

するこころを育てていきたいと思って活動していま 

す。 

おもちゃ病院のボランティアは、元々物いじり、 

機械いじりが大好きな人たちで、おもちゃドクター 

と呼んでいます。ボランティアになるための特別な 

条件はありません。おもちゃいじりが好きな事くら 

いでしょうか。             

活動していて一番うれしいのは、直ったおもちゃを手に

                    した時のお子さんの笑顔と、そのお子さんを見守るお母さ

んのうれしそうな笑顔です。私たちはその笑顔を見るため

に修理しているのかもしれません。 

持ち込まれるおもちゃは、ぬいぐるみから無線で動く車、

乗って遊べるプラスチックの自動車、子供用のおもちゃの

携帯電話、ままごとのレジスターや冷蔵庫、ピアノまであ

ります。その場で修理できないものは、預かって直します。

これを私たちは入院と称しています。 

今までに直せなかったおもちゃはありませんが、最近の

特徴として外国製のおもちゃが多く部品の調達が難しい場合があります。どうしても部品が手に入ら

ない時は、何とか自分たちで工夫して作る事も間々あります。 

  もう一つの楽しみは、仲間たちに会えることです。役職に関係のない自由な人間関係は、何物にも

かえ難く、機械いじりの大好きな仲間たちと楽しい時間を過ごしています。 

 

おもちゃ病院のドクターたちが、黙々とおもちゃの修理に励んでいるその手元を 

覗き込むようにしてじっと見ている子どもたちの顔が印象的でした。 

ご案内 

活 動 目 的：おもちゃの修理をとおして、ものを大切に扱うこころを育てる。 

地域との交流を図りながら、安全なおもちゃ遊びの指導を行う。      

主な活動場所：桂台ログハウス（毎週土曜日） 

中野地域ケアプラザ（奇数月第4日曜日） 

豊田地区センター（毎月第2日曜日） 

桂台地域ケアプラザ（随時） 

日下地域ケアプラザ/港南区（偶数月第3日曜日） 

＊受付は、いずれも午前10時から午後2時までです。 

利 用 料：修理代は原則無料ですが、材料費の実費は負担していただきます。 

  ウーン。こりゃ難しいぞ・・・ 

 
 

さかえ おもちゃ病院 



 

日赤家庭看護法講習会 
（一般講習会） 

日 時：平成 16年 1月 31日（土）  

午前 10時～午後 4時 

内 容：①家庭看護法について 

     ②自立に向けての介護 

     ③日常生活における介護の実際 

      （移動の方法や衣服について等） 

会 場：豊田地域ケアプラザ、多目的ホール 

対 象：15歳以上  定 員：30名（先着順） 

参加費：無料 

申込み先：豊田地域ケアプラザ 

      (８６４－５１４４ 田中 

      手話講座入門編 
 聴覚障碍者の方との楽しいコミュニケーションの

ために、正しい手話を身につけましょう。初めて手話

を覚える方向きの講座です。 

日 時：平成 16年 

1 月 10日（土）～3月 13日（土）まで 

の毎週土曜日。全 10回シリーズ 

    午前１０時～１１時３０分 

 場 所：中野地域ケアプラザ ２階多目的ホール 

 定 員：３０名（受付開始１２月１１日から） 

 参加費：１５００円（テキスト代等） 

申込み先：中野地域ケアプラザ 地域交流部門 

   (８９６－０７１１ 高橋、河辺 

栄区ボランティアセンターから 
年末年始の閉館について 
12月 2８日（日）から 

1 月４日（日）まで閉館します 

 
栄区社会福祉協議会のボランティアセンターでは 

平日ではボランティア活動の相談や依頼が難しい方 

のために、土曜日も窓口を開いております。 

「ボランティア活動に興味があるけれど、何から始 

めればいいのか分からない」「誰かに少し手助けをし 

てもらえたら・・・」「あそこで行っているボランテ 

ィア活動に参加したい！」など、ボランティア活動 

についてお聞きになりたいことがありましたらお気 

軽にご相談下さい。福祉機材の貸出やボランティア 

登録なども行っています。 

    
 

栄区社会福祉協議会 ボランティアセンター 土曜開館について 

連絡先：栄区社会福祉協議会 
    電 話：８９４－８５２１ 
    F A X：８９２－８９７４  

第 12 回たんぽぽの新春「童謡を歌う会」
  テーマ「歌ごよみ 春・夏・秋・冬」 
＊ ＊ ＊ ・ ・ ・ ＊ ＊ ＊ ・ ・ ・ ＊ ＊ ＊ 

日 時：平成１６年１月２８日（水） 

     午後１時３０分～３時４５分 

場 所：栄公会堂ホール 

定 員：６００名（先着順） 

入場無料（どなたでも入場できます） 

主 催：たんぽぽ 

共 催：栄区社会福祉協議会 

後 援：栄区役所、栄区ボランティア連絡会 

栄区シニアクラブ連合会 

栄区民生委員・児童委員協議会 

問合せ先：(８９３－１０９５ 大森 




